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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 14,512 ― △810 ― △374 ― △477 ―

2021年3月期第2四半期 17,101 △14.5 △481 ― △383 ― △737 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　184百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　90百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 △25.78 ―

2021年3月期第2四半期 △39.88 ―

(注)　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第2四半期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 65,278 31,532 48.0 1,693.90

2021年3月期 66,438 31,679 47.5 1,703.95

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 31,345百万円 2021年3月期 31,531百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00

2022年3月期 ― 17.50

2022年3月期（予想） ― 17.50 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,000 ― 1,500 5.4 2,000 29.6 1,100 46.4 59.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しているため、連結業績予想は当該基準適用後の金額となっております。
また、当該基準の適用により、売上高の計上に影響が生じるため、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 19,332,057 株 2021年3月期 19,332,057 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 827,054 株 2021年3月期 826,954 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 18,505,081 株 2021年3月期2Q 18,485,838 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、業績
予想の前提となる条件及び利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年

３月31日）等を適用しております。このため、前年同期と会計処理が異なることから、以下の経営成績に関する説明

においては売上高の前年同期比率（％）を記載せずに説明しております。

当第２四半期連結累計期間につきましては、各国でワクチン接種が進んだものの、変異株を中心とする新型コロナ

ウイルス感染症の再拡大により、世界経済の先行きは依然として不透明な状態が続きました。

主要なお取引先である国内外の遊園地・テーマパーク、劇場などのエンターテインメント関連業界においても、引

き続き営業時間短縮や入場者数制限などの対応を余儀なくされ、当社の事業環境は厳しい状況が続きました。

当社事業においては、舞台機構や昇降機分野では前期までに受注した工事が着実に進捗しましたが、遊戯機械事業

においては前期の受注高減少の影響などを受けました。

一方で、足許では国内のコンサート・イベントなどの開催が回復しつつあり、仮設舞台装置の受注が改善している

ほか、海外でもテーマパークの営業再開に伴って補修部品の発注増やライド新設の動きもあり、復調の兆しも出てき

ています。

当第２四半期連結累計期間の売上高は14,512百万円、営業損失は810百万円（前年同期は営業損失481百万円）、経

常損失は374百万円（前年同期は経常損失383百万円）、四半期純損失は477百万円（前年同期は四半期純損失373百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は477百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失737百万円）

となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（売上高はセグメント間の内部売上を含んでおりません。）

遊戯機械

国内外における前期の受注高減少の影響に加えて、海外の一部顧客宛ての債権の回収リスクに対し貸倒引当金の計

上を行ったことなどから、セグメント売上高は6,767百万円、セグメント損失は923百万円（前年同期はセグメント利

益113百万円）となりました。

舞台設備

公共施設で大型の改修工事があったことに加えて、コンサート・イベント向けの仮設舞台装置需要が回復傾向にあ

ることなどから、セグメント売上高は5,486百万円、セグメント利益は592百万円（前年同期はセグメント損失105百万

円）となりました。

昇降機

前期に受注が積み上がった公共施設向けや住宅用の改修工事において工事が順調に進捗したことから、セグメント

売上高は2,226百万円、セグメント利益は268百万円（前年同期比21.0％増）となりました。

その他

セグメント売上高は30百万円、セグメント利益は4百万円（前年同期比271.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

資産は、前連結会計年度末に比べ1,160百万円減少し、65,278百万円となりました。これは主に、現金及び預金が

2,668百万円、電子記録債権が614百万円それぞれ増加したのに対し、売上債権の回収が進み受取手形、売掛金及び

契約資産が4,420百万円減少したことなどによります。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ1,013百万円減少し、33,745百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金が253百万円、未払法人税等が213百万円、長期借入金が713百万円それぞれ減少したことなどによります。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ146百万円減少し、31,532百万円となりました。これは主に、為替換算調整勘

定が783百万円増加したのに対し、配当金の支払いなどにより利益剰余金が847百万円減少したほか、株価下落によ

りその他有価証券評価差額金が123百万円減少したことなどによります。

キャッシュ・フローの状況につきましては、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連

結会計年度末に比べ2,668百万円増加し14,782百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、3,731百万円の収入(前年同期は1,380百万円の支出)となりました。収入

の主な内訳は売上債権及び契約資産の減少4,362百万円、貸倒引当金の増加397百万円であり、支出の主な内訳は法

人税等の支払593百万円、棚卸資産の増加440百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、133百万円の支出(前年同期は224百万円の支出)となりました。支出の主

な内訳は有形固定資産の取得による支出118百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,115百万円の支出(前年同期は5,148百万円の収入)となりました。支出

の主な内訳は長期借入金の返済による支出682百万円、配当金の支払343百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、現時点において2021年５月14日に公表した数値を見直しておりません。今後の業

績の推移により、見直しの必要性が生じた場合には、すみやかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,147,701 14,816,076

受取手形及び売掛金 21,191,461 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 16,771,446

電子記録債権 205,001 819,121

仕掛品 612,611 959,996

原材料及び貯蔵品 2,378,629 2,441,445

その他 1,168,566 1,553,242

貸倒引当金 △83,655 △486,157

流動資産合計 37,620,314 36,875,170

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,034,746 5,006,917

土地 4,332,388 4,345,581

その他（純額） 1,311,664 1,220,521

有形固定資産合計 10,678,798 10,573,020

無形固定資産

のれん 8,699,406 8,593,260

その他 1,607,412 1,530,915

無形固定資産合計 10,306,819 10,124,175

投資その他の資産

投資有価証券 5,911,195 5,732,811

その他 1,922,334 1,973,770

貸倒引当金 △856 △462

投資その他の資産合計 7,832,673 7,706,119

固定資産合計 28,818,291 28,403,315

資産合計 66,438,606 65,278,485
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,174,905 1,921,334

短期借入金 6,257,525 6,272,015

1年内返済予定の長期借入金 1,355,383 1,464,270

未払法人税等 398,091 184,663

未払消費税等 115,540 124,644

前受金 5,587,605 -

契約負債 - 5,430,316

賞与引当金 504,624 483,422

役員賞与引当金 33,672 4,420

工事損失引当金 265,589 230,874

その他 1,588,517 1,848,568

流動負債合計 18,281,454 17,964,529

固定負債

長期借入金 13,225,232 12,512,032

繰延税金負債 834,376 779,259

退職給付に係る負債 2,372,302 2,439,631

その他 46,004 50,110

固定負債合計 16,477,915 15,781,033

負債合計 34,759,370 33,745,563

純資産の部

株主資本

資本金 3,251,279 3,251,279

資本剰余金 2,442,954 2,442,954

利益剰余金 24,284,998 23,437,825

自己株式 △416,548 △416,629

株主資本合計 29,562,683 28,715,430

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,078,321 1,954,842

繰延ヘッジ損益 3,418 313

為替換算調整勘定 △88,677 694,706

退職給付に係る調整累計額 △23,918 △19,580

その他の包括利益累計額合計 1,969,143 2,630,282

新株予約権 147,408 187,210

純資産合計 31,679,235 31,532,922

負債純資産合計 66,438,606 65,278,485
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 17,101,228 14,512,126

売上原価 13,349,267 10,845,371

売上総利益 3,751,960 3,666,754

販売費及び一般管理費 4,233,730 4,477,710

営業損失（△） △481,769 △810,956

営業外収益

受取利息 3,879 1,682

受取配当金 76,667 83,644

保険配当金 13,825 338,478

助成金収入 90,845 76,260

その他 50,975 60,391

営業外収益合計 236,193 560,457

営業外費用

支払利息 131,573 118,750

支払手数料 2,716 2,716

為替差損 198 692

その他 3,331 1,555

営業外費用合計 137,819 123,714

経常損失（△） △383,395 △374,213

特別利益

固定資産売却益 1,108 45

特別利益合計 1,108 45

税金等調整前四半期純損失（△） △382,287 △374,167

法人税等 △9,283 102,903

四半期純損失（△） △373,003 △477,071

非支配株主に帰属する四半期純利益 364,131 -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △737,134 △477,071
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純損失（△） △373,003 △477,071

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 700,750 △123,479

繰延ヘッジ損益 685 △3,104

為替換算調整勘定 △241,798 783,384

退職給付に係る調整額 3,923 4,338

その他の包括利益合計 463,561 661,138

四半期包括利益 90,557 184,067

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △273,573 184,067

非支配株主に係る四半期包括利益 364,131 -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △382,287 △374,167

減価償却費 864,526 497,768

のれん償却額 343,701 377,412

賞与引当金の増減額（△は減少） △92,274 △21,202

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △31,806 △29,252

工事損失引当金の増減額（△は減少） △128,240 △37,010

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 96,307 73,581

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32,652 397,944

受取利息及び受取配当金 △80,546 △85,326

支払利息 131,573 118,750

固定資産売却損益（△は益） △1,108 △45

売上債権の増減額（△は増加） 3,101,278 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - 4,362,619

棚卸資産の増減額（△は増加） △502,570 △440,360

仕入債務の増減額（△は減少） △1,207,434 △288,711

前受金の増減額（△は減少） △1,440,287 -

契約負債の増減額（△は減少） - △293,558

未払消費税等の増減額（△は減少） △394,703 △2,864

未収消費税等の増減額（△は増加） △317,010 49,528

その他の資産の増減額（△は増加） △404,132 △100,615

その他の負債の増減額（△は減少） △103,326 129,587

その他 82,636 25,147

小計 △498,357 4,359,223

利息及び配当金の受取額 85,907 85,151

利息の支払額 △128,802 △119,477

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △839,092 △593,427

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,380,344 3,731,469
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 △0

定期預金の払戻による収入 10,000 -

有価証券の売却及び償還による収入 100,000 -

投資有価証券の売却及び償還による収入 950 950

有形固定資産の取得による支出 △304,826 △118,931

有形固定資産の売却による収入 1,108 45

無形固定資産の取得による支出 △33,470 △15,773

貸付けによる支出 △6,030 -

貸付金の回収による収入 5,746 4,716

その他 12,325 △4,468

投資活動によるキャッシュ・フロー △224,196 △133,462

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,136,835 △71,896

長期借入れによる収入 1,000,000 -

長期借入金の返済による支出 △613,004 △682,135

リース債務の返済による支出 △21,426 △17,621

ストックオプションの行使による収入 39 -

自己株式の取得による支出 △178 △80

非支配株主への配当金の支払額 △30,669 -

配当金の支払額 △323,102 △343,950

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,148,494 △1,115,685

現金及び現金同等物に係る換算差額 △59,097 186,052

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,484,855 2,668,374

現金及び現金同等物の期首残高 10,535,595 12,114,494

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,020,451 14,782,868
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（原価差異の繰延処理）

操業度の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見込

まれるため、当該原価差異を流動資産又は流動負債として繰延べております。

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、従来は工事契約に関して、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準を、

この要件を満たさない工事には工事完成基準を適用してまいりましたが、当連結会計年度より履行義務を充足

するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗率の

見積り方法は、工事原価総額の見積額に対する発生原価の割合(インプット法)で算出しております。なお、履

行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りが出来ない工事については、原価回収基準を適用しております。

また、ごく短期の工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収

益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。た

だし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、

収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行わ

れた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行っておりますが、

第１四半期連結会計期間における利益剰余金期首の累積的影響額はありません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は69百万円増加しており、営業損失、経常損失

及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に、「流動

負債」に表示していた「前受金」は「契約負債」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準

第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行ってお

りません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※ 非支配株主に帰属する四半期純利益

前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

Vekoma社が発行する議決権の無い優先株式を保有する非支配株主に対する優先配当によるものです。なお、

当該優先株式は消却済みであり、今後配当は発生いたしません。

　


